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今想うこと、 

今年も日本列島に記録的な猛暑と豪雨が続きました。先の災害復興の途上に

ある地域も多く、被害に遭われた方々に謹んでお見舞いを申し上げます。 

当地新潟県でも記録的な渇水が発生し、不安な夏を過ごしました。風情ある

季節感が掴めぬまま今年は例年より早い稲刈りが始まり、８月なかほどには新

米が並び始めました。毎年ながら、初物をひとくち口にすればやはりこの地に

生まれ育った喜びを実感しつつ、何とか元気も出て来るというものですが、今

年はどうしても令和の米騒動、とりわけ今後の原料米価格の問題が頭から離れ

ません。 

さて、国内外の現況は、右を見ても左を見ても、悩みと不安の種が尽きませ

ん。 

酒類業界にとりましても、若者の酒離れが叫ばれてから久しく、飲酒人口の

縮小は止まるところを知りません。期待のインバウンドも全てを歓迎できぬま

ま、物価やコストの異常な高騰と、人手不足だけが続き、先の見えない未来に

組合員の皆様方のご苦労を推し量るところでございます。 

新潟県も多分に漏れず、コロナ禍以前の状態を求めるのは現実的ではなくな

りました。稲作、清酒王国として先に述べた今秋の原料米価格はまさに死活問

題。卸売業に関わらず、常識、ビジネスモデルから抜本的に見直さなければ、

業界として立ち直ることができない岐路に立たされています。まるで終わりの

見えぬ猛暑と渇水が続くような状況ですが、前述したこれらを打開して行くに

は、日々自分たちの魅力（言うなればブランド、ブランディング等）をより磨

き、地道ながらも国内外の需要の獲得に向けて邁進して行く他はないと考えま

す。 

ほろにが 
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 そのような中、コロナ禍が一応は一つの形で終息し、昨年７月に「佐渡島の

金山」が世界文化遺産に登録されるなど、新潟県では改めて観光推進の機運が

高まっております。インターネットや SNS にコンテンツが溢れる昨今、自社を

見つけてもらうことは大変困難の中、地域に散らばる観光資源が互いに連携し

合い、相乗効果による魅力を観光振興に繋げていくための組織「新潟酒蔵ツー

リズム推進協議会」がこの10月に設立されました。酒蔵や小売、飲食だけでな

く、旅客、宿泊、放送、広告、流通業等を巻き込んだ、県全体を包括した多角

的な団体の発足は初めてであり、今後の活躍に関心と期待が高まっております。 

旅に酒はつきものですが、いつの時代もそのあり方は主演ではなく、良くて共

演（名脇役）でした。引き立て役としての食と酒とのペアリングを超えた、地

域と酒蔵のマリアージュ。今その真価が問われています。 

 新潟県といえば、国内最多の蔵元数を誇ります。そのほとんどのメーカーが

一堂に会す、大イベント「にいがた酒の陣」。コロナ禍を経て入場制限となりま

したが、毎年チケットは即日完売。昨今の酒離れを感じさせない人気ぶりで、

清酒にはまだまだ人を惹きつけるパワーがあることを再認識しますが、この熱

を何とか日常においても取り込むことが出来ないものかと考えます。 

組合員の皆様におかれましては、先日の 10月１日「日本酒の日」には、もち

ろんの事、お酒を楽しまれたものと思いますが、ここ新潟県では 2015年に「酒

の国にいがたの日」と制定され、新潟清酒を楽しんでほしい日と啓蒙していま

す。自分たちで楽しまないものを、他人に売ることはできません。制定から 10

年を前に、今改めて新潟県民に当県の魅力を知って欲しいと、弊社でも新潟清

酒への首掛けＰＯＰ活動などを推進しましたが、一方的な想いを伝えることは

なかなか難しいものです。 

時代錯誤かもしれませんが、私は「酒とは語り合うもの」と思う一人であり

ます。反面、酒に触れなくても良いと考える世代に、どのようにしたらそのよ

うな魅力を知ってもらうことが出来るでしょうか。新潟県には「新潟清酒達人

検定」という新潟清酒に関する蘊蓄を知って楽しむご当地検定があり、県内外

に多くの有資格者がいます。地道な活動ですが、「新潟清酒達人検定の資格取得」

を通して酒の面白さを正しく伝えることができる「語り部」を増やして行くこ

とが、新しい酒ファンを獲得する簡潔な道理だと信じてやみません…。 

思えば、新潟人の気質といえば、豪雪をはじめとする厳しい自然と共に生き

てきた歴史から、辛抱強く、真面目で勤勉、女房にするなら越後女（しかし商

いは下手…。）などと言われます。秋の実りに向かって、どんなに厳しい環境に

置かれても準備を決して怠らず、手を取り合って一所懸命に目の前の自然と向

き合ってきたご先祖様の姿が偲ばれます。戊辰の折の、新潟県は長岡市の偉人

である河井継之助らと、それを慕う民の志を表す言葉を拝借すれば、まさに「不

撓不屈」でしょう。立場は違えど、今こそ故郷の先人たちの姿に恥じぬよう、

日々、目の前にある諸問題に対し知恵を出し、支え合い、前を向いて（商い下

手と言われぬように）取り組んで参りたいと思う今日この頃であります。 

組合員の皆様方にとりましてもぜひそうであって欲しいと願いつつ、これを

読まれます頃には、豊かな実りと彩り美しい季節が訪れておりますことを、心

よりお祈り申し上げます。 


